
狛 江 市 立

狛 江 第 一 中 学 校

ス ー パ ー ア ク テ ィ ブ ス ク ー ル狛 江 で 育 ち 狛 江 一 中 で 学 ん だ こ と

狛 江 市 和 泉 本 町 2-1 5 - 1を 生 涯 の 誇 り に で き る 生 徒 の 育 成

T E L 0 3 ( 3 4 8 0 ) 0 1 2 1４ 月 号 平 成 30年 ４ 月 ９ 日

１ １ 6名 の 新 入 生 を 迎 え 、 ７ ２ 回 目 の 前 進 を し ま す ！

校 長 樋 口 豊 隆

第 ７ ２ 回前 日 の 強 風 と 雨 が 心 配 さ れ た

晴 天 の 中 、 在 校 生 ・ Ｐ Ｔ Ａ ・ 職入 学 式 は

員 の 一 致 協 力 の も と 、 温 か い 雰 囲 気 に 包

ま れ 実 施 い た し ま し た 。

新 入 生 の 姿 勢 ・ 態 度 も 大 変 に 素 晴 ら し

い も の で し た 。

３ 月 下 旬 の 温 暖 な 気 候 で 桜 は す っ か り

若 葉 に 変 わ っ て き ま し た 。 一 中 に は た く

さ ん の 桜 の 木 が あ り ま す が 、 「 知 ら れ ざ

る 一 中 の 桜 の 美 し い 場 所 」 は ２ 号 館 裏 の

桜 が 散 り 、 地 面 一 面 が 桜 が 敷 き 詰 め ら

れ 、 に な っ て い る 様「桜のじゅうたん」

子 で す 。

来 年 、 ぜ ひ ご 覧 い た だ き た い と 思 い ま す 。

さ て、 本年 度の 本 校で すが 、
指 導の 重点
「自尊感情や自己肯定感を高め、自信 やる気 確かな自我を育む教育活動の推

進 ～自分を他者との関わり合いを通してかけがえのない存在、価値ある存在と
。してとらえる気持ちを育てる～」を継 続し てまい り ます

人 間 の 「 幸 福 感 」 は 自 己 肯 定 感 ＋ 他 者 貢 献 感 と 言 わ れ ま す 。 「 自 分 の 存 在 が 他 者 の 役 に

立 っ た 」 そ の 気 持 ち が 、 自 分 は か け が え の な い 存 在 で あ る こ と を 確 立 さ せ て い き ま す 。

学 習 の 場 面 、 行 事 、 部 活 動 、 生 徒 会 活 動 等 、 様 々 な 場 面 で 「 自 分 は 価 値 あ る 存 在 」 で あ

る 気 持 ち を 育 て て ま い り ま す 。

ま た 、 本 校 は 東 京 都 教 育 委 員 会 よ り の 指 定 を 受 け 、 本「スーパーアクティブスクール」

年 度 が 最 終 年 度 と な り ま す 。 昨 年 度 に 引 き 続 き 、 様 々 な ア ス リ ー ト を お 招 き し 、 生 徒 達 に

出 会 わ せ た い と 思 い ま す 。 さ ら に は 、 で は 、オリパラ教育「世界ともだちプロジェクト」

今 年 も 海 外 か ら 様 々 な 方 々 を お 迎 え い た し ま す 。

人 と 出 会 う 、 出 会 い を 感 動 に 、 感 動 を 興 味 関 心 に 、 そ し て 学 習 意 欲 の 向 上 に つ な げ て ま

い り ま す 。

「 と も に 」 は 本 校 の 合 い 言 葉 で す 。

保 護 者 の 皆 さ ま 、 地 域 の 皆 さ ま と 「 と も に 」 歩 む 一 中 の 一 年 間 に し て ま い り ま す 。


